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令和３年度
岐阜県地域森林監理士の活動状況について

　岐阜県では現在、「第３期岐阜県森林づくり基本計画」に基づき、地域が主体となった１００年先を見据
えた森林づくりに取り組んでいます。
　この取り組みを推進するため、県では地域における森林の管理及び経営に必要な専門的知識を有し、市
町村に対する林務行政の支援や林業事業体等に対する民有林経営の助言等を行う「岐阜県地域森林監理
士」を養成・認定しています。
　これまでに２３名が認定されており、岐阜県地域森林監理士による令和３年度の主な活動内容は次のと
おりです。市町村や林業事業体の皆様からの様々なご要望にお応えすることができますので、是非、岐阜県
地域森林監理士をご活用ください。

　今後も市町村等の要望に応えられるよう、引き続き岐阜県地域森林監理士を養成・認定していきます。

●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５８‒２７２‒１１１１ 内線（３０２7）　林政課 100年の森づくり推進室 森林企画係まで

活動内容活動先

森林経営管理制度に関する市町村林務担当職員研修、森林施業プランナー育成研
修の企画・運営など

森林経営管理制度関係業務（対象森林の抽出、意向調査、森林所有者の探索等）、
森林GIS等の活用、森林整備のための協議会・集約化会議等の運営支援、森林環
境譲与税の活用提案、市町村森林整備計画関係業務、市町村有林の管理など

林業事業体の経営体質の強化（森林整備・管理業務、現場での進捗管理の仕組み
構築等）、森林経営計画の策定・実行監理、路網整備の指導など

岐阜県

市町村

民間事業体等

森
林
と
人
を
活
か
す
知
恵 

（109）
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「岐阜県伐木安全技術評価会2021」を開催しました

※状況により開催しない　可能性があります。
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「恵みの森づくりコンソーシアム」
恵みの森づくりコンソーシアムは、林業、製造業、観光業等様々な業種の企業や団体、個人で構成され、新たな

森林資源の価値に注目して林業ではカバーされない里山・奥山林の持続的な保全と森林資源を活用した産業の育成
を目指し、森林の望ましい姿、活用方法等について考え実践している組織です。

平成23年の創設から、１０周年を迎えた同会は、これまで様々な講師を招いて講演会や研修会を開催したり、
森林づくり関係のイベントにおいて森の恵みをPRしたりしてきました。また、高齢者介護で利用する木製のリハビ
リ道具や幼児保育で利用する木のおもちゃの試作品の開発などにも取り組んできました。

令和３年度は、国際的な森林認証FSCに関する研修会や、「木は森からやってくる　～木のこと、わかっている
ようで、わかっていない、かも～」と題して木について考える勉強会を開催しました。また、実際に森林整備を体験
できる場として「恵みの森づくりコンソーシアムの森」を整備するために、現地検討会を行いました。

ここ２年は、コロナの影響により、イベントへの出展等ができない状況でしたが、今後も実施方法を模索しながら、
多様な森林づくりやその活用を研究し、情報発信していきます。

FSCに関する研修会（東白川村森林組合） コンソーシアムの森づくり現地検討会（高山市清見）

恵みの森づくりコンソーシアムでは、一緒に活動する会員（団体・個人）を募集しております。
森林づくりや森林環境教育などをテーマとした講演会や研修会への参加や、様々な業種の会員との

交流ができ、活動の場が広がります。インターネットでも情報発信しておりますのでご覧ください。

恵みの森づくりコンソーシアム会員募集中

●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058-272-1111 内線（3035）恵みの森づくり推進課緑化推進係まで

県HP：「恵みの森づくりコンソーシアム」https://www.pref.gifu.lg.jp/page/111832.html

◆恵みの森林づくり　県民との協働による森林づくりの推進

100年先の
森林づくり
シリーズ23

第３期岐阜県森林づくり基本計画(H29～R3)では、望ましい森林の姿へ配置転換する「１００年先の森林づく
り」、林業経営を重視した「生きた森林づくり」、環境保全を重視した「恵みの森林づくり」に取り組んでいます。
これらの取組状況について、隔月連載でご紹介します。

Facebook： https://m.facebook.com/meguminomori.consortium.gifu/
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文：樹木医・日本森林インストラクター協会　理事  川尻 秀樹

アラカシ堅果

198

『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり” 
シリーズ

10
　県では、「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用し、県民みんなで豊かな自然環境を守る様々な
取組みを行っています。こうした取組みの内容について連載で紹介します。

【恵みの森づくり推進課】　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058-272-8472 恵みの森づくり推進課恵みの森づくり係まで

清流の国ぎふ森林・環境税事業推進事業
～税の広報や税事業の評価等を実施～

令和３年度第２回事業評価審議会の様子
（岐阜県庁議会西棟）

第９回緑豊かな清流の国ぎふづくり
県民フォーラムの様子（岐阜市）

【事業内容】
　•森林・環境税を活用した各種事業の概要や事業過程、達成状況などを県民の皆様に広くお知らせするための広

報を実施しています。
　•各種事業の透明性を確保するため、外部有識者等で構成する第三者機関を設置し、各事業の取組みへの意見

や提案、事業実施後の評価を行っています。

【具体的な取組み】　
●広報・啓発の実施
　•森林・環境税活用事業の事例発表等を行う、「緑豊かな清流の国ぎふづくり県民フォーラム」の開催
　•森林・環境税事業を紹介するリーフレットの作成及び配布
　•のぼりなどの啓発資材の作成　　等

●事業の評価等
　•第三者機関の「清流の国ぎふ森林・環境基金事業評価審議会」を年３回開催（令和３年度は４回を予定）
　•毎年、事業成果報告書を作成し、審議会による評価結果等をHPで公開

清流の国ぎふ森林・環境基金事業評価審議会の議事内容等
開　催 時　期 主な議事内容

第１回

第 2 回

第 3 回

７月頃

12 月頃

3 月頃

・前年度の事業内容の評価

・当該年度の事業実施状況への助言
・翌年度の事業内容への意見

・翌年度の提案事業への意見

【実施状況写真】
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文：樹木医・日本森林インストラクター協会　理事  川尻 秀樹
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▲森で拾ったアラカシの堅果
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自然学総合研究所　野平 照雄●Teruo Nohira

　前号でお話ししたキリギリス。11月中旬過ぎても元気いい。
それが後半になると動きが鈍くなる。「あと、何日音色が聞ける
だろう」と思う日々。ところが12月になるとなぜか回復。元気
になったのである。これならクリスマスまで生きる。美しい音色
を聞きながら皆でケーキが食べられる。そんな光景を浮かべて
いたら、「これだ！これがこの原稿のネタだ」と体が熱くなった。
しかも、キリギリスはいつ天国へ旅立つかもしれない。そうな
ればキリギリスを供養する原稿にもなる。急に心が楽になってき
た。それが、「駄目だ」と再び心が重くなる。原稿の締め切りが
25日。間に合わないからだ。若いころは1週間で完成したが、
今は頭の老化で無理。それに、文章へのこだわり。これだけは
ボケていない。理解してもらえるか。息の詰まるような文章で
はないか。などなど自分自身で納得できたら投稿しているから
である。別のネタを探さねば。さらに気が重くなった。翌日、
娘が声をかけてきた。「明後日、東山動物園へ行くけど、一緒に
行かない」。私は「これだ、助け船が来た」と体が再び熱くなる。
孫たちがどんな目で動物を見るか。どう感じるか。これがネタに
なる。しかも、1日間だけの行動を書くだけだ。十分間に合う。
この日の晩酌はいつもよりおいしかった。

×　　×　　×　　×
　１２月１２日、８時半に動物園の駐車場へ。ほぼ満車。コロナの
規制が緩んだせいか家族連れが多い。９時、開園。孫たちは園
内へ駆け込んだ。ここまでは今までと同じだ。しかし、今回は違っ
た。小学6年のY君が園内マップを見ながら歩くコースを考えた
のだ。親たちは地図を手にしたY君についていくだけ。Y君は妹
たちに「次は何が見たい」と聞きながらそこへ向かう。驚いた
のは今までだったらライオン、ゾウ、カバ、サイ、キリンなどの
大型動物が人気者。それが、今回は他の動物に目が向き、それ
を興味深そうに見ている。どの動物にもわかりやすく説明した
看板があった。その説明を小学２年のＮちゃんも見ていた。字が
読めるようになったからだ。その説明を読んで孫たちがいろいろ
なことを聞いてきた。「おじいちゃん、分布って何なの」とか原
産地、害獣、共生、共食いなどいろいろだ。話していると「こ
んなことを感じているのか」。孫たちも成長したものだと嬉しく
なった。しかし、こうした楽しい時期もいずれ無くなるだろう。
と思ったら急にさびしくなった。

×　　×　　×　　×
　このほか、鳥、ヘビ、ワニ、魚など450種以上いた。すごい数だ。
これをすべて見た。しかし、時間がなく、見ただけというのが
たくさんいた。そこで孫たちに「どの動物が思い出に残った」と

尋ねた。「ゴリラ。高いところから家族を守っているから」と小
学4年のIちゃん。次いでNちゃんが「可愛いコアラ」だと答えた。
私は二人の性格から何となくわかるような気がした。ところがY
君。「なんだろう」と考えていたが「ゾウの糞」と答えた。
　ゾウは1日に1トン食べて、同じ量をうんことして出すとして、
その模型が展示してあった。その量があまりにも多かったから
である。軽トラ1車分くらいの餌。その横にはソフトボールより
はるかに大きい丸い糞。これが何個（おそらく数百個）も積み
重ねてあった。ゾウ1頭が1日にこれだけ食べて、これだけ糞を
出す。Y君だけでなく私自身も驚いた。また、動物の住居には
野外広場とその横に建物（宿舎）があり、そこを自由に出入り
していた。ある動物を見ている時Iちゃんが「何であの建物があ
るの。入ってしまうと見ることができないよ」と不満そうに言っ
た。「あれはね、狭い部屋
ばかりにいると、運動不足
になって体を悪くするから
だよ。だから外に出て気分
転換のため動き回っている
のだよ」と答えた。すると
Iちゃん「だったら家のキリ
ギリスは、狭い虫かごの中ばかりにいるので可哀そうだね」と
言った。この言葉。まさかＩちゃんからでてくるとは思いもしな
かった。しかし、私には気になる言葉であった。あっという間に
閉園。本当に楽しい1日だった。

×　　×　　×　　×
　午後、7時帰宅。まず孫たちは虫かごへ。「生きているよ」と
大きな声。皆が虫かごを見て一安心。これだけ長く一緒にいる
と家族の一員だ。特に娘。12月からは娘が餌やりや虫かごの掃
除をしているので、よけい可愛いのだろう。その後寒さが厳し
くなり、ほとんど動かなくなった。しかし、手を出すと逃げるの
でまだ元気だ。これならクリスマスまで大丈夫だ。そんな気が
してきた。ある日娘は「キリギリスが死んだら、飾っておきたい
のでガラス蓋の箱に入れてちょうだい。これはお願いではなく
命令だから」と言った。娘のキリギリスに対する思いやり。胸に
響いた。娘が動物園へ誘ってくれたお陰で、その後のキリギリ
スの様子まで書くことができた。とうとうクリスマスイブの日が
来た。キリギリスは元気だ。これなら明日は家族でキリギリスを
見ながらケーキが食べれるだろう。この様子を書きたいが、原
稿締め切り日の明日は休日。すぐに送らなければ。

－1日のウンコの量、東山動物園のゾウ－ 【第367回】

【森林のたより編集担当】

森と水を巡る旅
清流の国ぎふ

森にも水にも静寂の季がある。
しんしんと雪が降り積もり、凍てつく夜を過ご
し、そうして次の季節に向け静かに準備を進
め、やがて春を迎える。
そのように季節は静かに巡っていく。
森の動物たちもその循環の中にある。
季を忘れたように一年中忙しく動き回っている
のは、たぶん人間様くらいだろう…。

■如月・静寂の季（とき）
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通信

日 に ち 令和４年３月７日（月） 受講時間 10:00～16:00

会　　場 ぎふ木遊館　木工室　　　

　木のおもちゃや遊びを通したコミュニケーションやホスピタリティを楽しく学
び、「ぎふ木遊館」はじめ各地の木育拠点や木育イベントでボランティアスタッフ
として活動したい方を対象にした講座を今年度は６回開催しています。森林・林業・
木材産業に携わる皆様にとっても、目からウロコの学びがあるかもしれません。
　今年度は残り１回となりましたのでご興味ある方はお申込みください。

詳しくはぎふ木遊館ホームページの「お知らせ」欄をご覧ください →

　ぎふ木遊館は、乳幼児とその保護者の方が主な利用者ですが、学生や青年期の世代と
の関わりも創っていこうとしています。その１つの例として、県内で保育・幼児教育を学ぶ
大学と連携した木育講座の開催や当館でのフロアスタッフ実習の機会を設けています。
今年度は３大学と連携しています。
　１２月には、東海学院大学短期大学部幼児教育学科の学生が当館での実習を２回に分
けて行いました。まずは学生自らが木のおもちゃで遊びながら、「木のおもちゃを通じた親
子のコミュニケーション」「あそびのレシピづくりに繋がる木のおもちゃ」について学びま
した。続いて、フロアスタッフとして、実際に遊びの見守りをしてもらいました。
　参加した学生からは「どう接したらいいのか頭で考えるよりも、まず自分も楽しむこと
の大切さを感じた」「木のおもちゃに決まった遊びがあるわけではなく、子どもたちの想像
力が遊びを拡げることを実感した」などの感想をいただきました。今回の経験が、これか
ら先の保育・幼児教育の現場でのぎふ木育の実践につながることを期待します。

＜大学との関わり＞

　もう１つの例として、岐阜農林高校森林科学科との連携によるギャラリー企画展を紹介
します。森林科学科３年生が課題研究として取り組んでいる里山の放置竹林の課題を一
般の方に広く知ってもらう場として、１２月１３日～２０日にギャラリー企画展「～タケであ・
そ・ぼ！～」を開催しました。竹ぽっくり・竹パチンコ・竹ドラムなど竹を使った遊びを紹
介し、子どもたちに竹の魅力を伝えようというものです。
　展示最終日には、来館する親子を対象に、生徒たちの企画による竹スタンプ遊びと竹と
んぼづくりを実施しました。参加した親子は最初少し緊張しながらも、徐々に生徒にも慣
れて笑顔が見られました。一方、生徒たちは「普段接することの少ない幼児を遊びに誘う
のが難しかった」「一緒に遊んで笑顔になってくれたときは嬉しかった」という感想を言っ
てくれました。伝えることの難しさとともに、どのようにすれば伝えたいことの一端を伝え
られるのか、そのヒントを感じ取ってもらえたなら幸いです。
　生徒のうち１名は、「ぎふ木育サポーター養成講座」を受講し、学業の合間に木育ひろば
のスタッフとして活動してくれています。ぎふ木育に興味をもった学生が行動に移せる場
や機会を今後も設けていきたいと思います。

＜高校との関わり＞

ぎふ木育サポーター養成講座　参加者募集中

morinosHP YouTube
 「morinosチャンネル」

プログラム紹介！！

https://morinos.net

検索「morinosチャンネル」

１０：００～１６：００

毎週火・水曜日

ホームページ

YouTube

開　所　時　間

定　休　日

今回は、自然体験活動指導者向けプログラム「木読（もくどく）
講座・危険木の見分け方と木を読む楽しみ方」です。

森林空間を活用した自然保育や森のようちえん活動、また、一
般利用者が多く利用する公園などでも大切な、危険な木の見分け
方やその対処方法に関する講座で、森のようちえん指導者、保育
士、自然体験活動指導者など２５名が参加しました。講師は、木
の形や状態を、まるで本を読むかのように解読し、何が起きたか、
危険木はどれかなどについてお話ししてくれる樹木医の三戸久美
子さん（NPO法人　樹木生態研究会）です。

まずは室内で、本日学ぶことである「Ｖ．Ｔ．Ａ法（※1）」、「樹木
の特性を理解する」、「木の危険性を知る」、「樹種による強弱を
知る」の４項目のシェアリングです。例えば3つ目の「木の危険性
を知る」なら、①枯れ枝や掛かり枝の理解、②構造的に弱い部
分、③腐っている部分などです。

木の腐朽した部分について見れば、白色腐朽菌に侵された場合
は、木部の強度が低下するため生きた組織が強度を増やそうと細
胞を増やし、結果として全体的に膨らんでくるから腐朽しているこ
とが分かります。しかし褐色腐朽菌に侵された場合は、リグニンが
分解されていないため樹木は強度低下が少なく、樹木自体が強度
を増さなければならないと認識しないため、逆に危険となります。

例えば、クスノキは樟脳が含まれ耐腐朽性が強いため、枝が折
れても腐ることなく枝痕を巻き込んでいます。しかし枝が長く伸び
すぎることも多いため、強風の時にはその枝が折れることも多々
あります。だから風が強い時にはクスノキの下では遊ばせないこ
とも考えましょう。

現地研修では、関市立田原保育園のみなさんが日常的に森林
活動されている現場を舞台に、保育園児たちも参加して実践的に
学びました。

現地に行くと、台風で斜立したソヨゴに手づくりブランコが設
置されています。しかしこの木をよく観察すると、太い大きな枯れ
枝が載っている、ロープを掛けてある部分の70cm幹元には大き
な腐朽がある、根元から数本生えている幹の中には腐朽が進行し
てカワラタケが付いているなど、いろんな視点から、様々な危険
を示唆されました。

また、近辺にはコナラとソヨゴが多く生えていますが、樹種ご
とに強度が違うことや根の深さが違うこと、危険を様々な視点で
見ないと分からないこと、また現場の風当たりや土壌の水分環境
などによって、そこにある樹木がどのように成長してきたかなどを
つぶさに解説され、研修会が終了しました。

森林空間を活用した活動において事故が発生すると、被害を
受ける方はもちろんのこと、その森を日常的に利用している個人、
団体や管理者に大きな影響が発生します。そのため、事故が起こ
らないように、日頃から、見回りや安全点検を行い、危険木を見
分けて対処することが大切だということを改めて感じた研修会で
した。

こうした研修会もmorinosのHPで開催をお知らせしています。
（新型コロナウイルス感染防止対策の状況により実施しない場
合もあります。）

興味を持ってくださった方は、morinosのホームページ、
YouTube動画をご覧ください。※1 VTA（Visual　Tree　Assessment）とは、ドイツのクラウス・マテック博

士らの開発した樹木診断方法で外観診断、精密診断及び樹木の物理的強度
を評価して樹木の健全度を判定する方法

枝が巻き込んでいる部位の解説ブランコを設置しているソヨゴ

講師の三戸久美子さん（左）室内での講義

岐阜県立森林文化アカデミー内にある森林総合教育センター（愛称morinos）で実施しているプログラムについてご紹介します！
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99 MORINOTAYORI



「住民主体の創意工夫ある
　　　森づくり・川づくり活動」

シリーズ

　県では清流の国ぎふ地域活動支援事業（清流の国ぎふ森林・環境税活用事業）により、各種団体等が自ら企画・
立案・実行する創意工夫ある森づくりや川づくり活動を支援しています。
　こうした団体の活動内容について、連載でご紹介します。
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活
動
を
通
じ
て
、
間
伐

や
間
伐
材
使
用
、
み
ど
り
の
保
全
、
山
林
に
入
る

楽
し
さ
や
喜
び
を
伝
え
、
明
る
く
美
し
い
森
林
づ

く
り
を
社
会
に
広
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

●
主
な
活
動
分
野
・
活
動
内
容

　
・
ヒ
ノ
キ
間
伐
材
を
使
っ
た
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
づ
く
り

　
・
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
演
奏
（
ス
イ
ス
の
情
景
が
浮
か
ぶ

演
奏
を
め
ざ
し
て
い
る
）

　
・
み
ど
り
の
ふ
れ
あ
い
活
動
（
ど
ん
ぐ
り
工
作
等
）

　
・｢
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
だ
よ
り｣

の
隔
月
発
行

●
令
和
３
年
度
地
域
活
動
支
援
事
業
名

　
・
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
を
吹
こ
う

●
事
業
内
容

　
・
４
月
〜
２
月
　
Ｈ
Ｐ
で
情
報
発
信

　
・
５
月
〜
８
月
　
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
づ
く
り
市
民
講
座

「
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
を
吹
こ
う
」
の
開
講
（
10
回
）

　
・
６
月
〜
12
月
　
太
田
宿
中
山
道
会
館
で
公
開
練
習

（
演
奏
）（
６
回
）

　
・
７
月
　
伊
吹
山
３
合
目
で
開
催
さ
れ
る
ユ
ウ
ス
ゲ

ま
つ
り
で
の
演
奏

　
・
８
月
　
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
完
成
式
（
さ
か
ほ
ぎ
工
房
）

●
事
業
目
標
や
事
業
効
果

　
・
市
民
講
座
「
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
を
吹
こ
う
」
受
講
者
３
名
募
集
（
10
回
開
催
）

　
・
イ
ベ
ン
ト
主
催
者
か
ら
の
依
頼
演
奏
30
回

　
・
公
開
練
習
６
回
（
聴
衆
20
人
／
回
）

●
そ
の
他

　
・
５
月
〜
８
月
（
土
・
日
曜
日
）
に
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
づ
く
り
講
座
で
、
ア
ル
プ

ホ
ル
ン
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

　
・
講
座
で
使
う
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
の
部
材
を
作
る
作
業
所
を
探
し
て
い
ま
す
。

　
・
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
を
新
た
な
岐
阜
の
名
産
品
に
し
ま
せ
ん
か
。

●
設
立
年

　
・
平
成
28
年

●
設
立
目
的

　
・
自
然
体
験
を
通
じ
て
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
促
す
た
め
、
身
近
な
公

園
等
に
お
い
て
、
子
ど
も
が
四
季
の
変
化
を
身
体
で
感
じ
な
が
ら
「
自
己
責

任
の
も
と
、自
分
た
ち
の
自
由
な
発
想
で
遊
ぶ
」
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、ま
た
、

子
ど
も
の
居
場
所
や
様
々
な
世
代
間
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
し
ま

し
た
。

●
主
な
活
動
分
野
・
活
動
内
容

　
・
プ
レ
ー
パ
ー
ク

　
・
ぎ
ふ
木
育
体
験
教
室
（
削
り
馬
製
作
、
削
り
馬
活
用
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
）

●
令
和
３
年
度
地
域
活
動
支
援
事
業
名

　
・
身
近
で
森
を
感
じ
よ
う

　
　
〜
プ
レ
ー
パ
ー
ク
を
と
お
し
て
〜 

●
事
業
内
容

　
・
削
り
馬
活
用
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
・
プ
レ
ー
パ
ー
ク
と
森
を
身
近
に
感
じ
る
木
工
工
作
体
験

　
・
け
や
き
の
木
伐
採
体
験

　
・
焼
き
芋
交
流
会
と
プ
レ
ー
パ
ー
ク
で
森
の
工
作
体
験 

●
事
業
目
標
や
事
業
効
果

　
・ 

森
林
の
少
な
い
岐
南
町
で
「
ぎ
ふ
木
育
」
体
験
を
通
じ
て
自
然
と
触
れ
合
い
、

自
然
の
大
切
さ
を
実
感
で
き
る
活
動
と
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
達
の
み
で
な

く
大
人
に
も
森
や
木
と
の
つ
な
が
り
を
知
っ
て
も
ら
う
事
が
で
き
、
持
続
可

能
な
社
会
や
、
自
然
環
境
に
も
意
識
を
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　
・
保
護
者
や
地
域
の
大
人
に
も
、
木
の
良
さ
と
活
用
方

法
を
知
っ
て
も
ら
え
る
と
と
も
に
、
自
由
な
遊
び
の

発
想
の
大
切
さ
を
感
じ
て
も
ら
い
、
禁
止
事
項
の
な

る
べ
く
少
な
い
寛
大
な
気
持
ち
で
子
育
て
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
。 

●
そ
の
他

　
◎
過
去
の
実
施
内
容

　
・
ど
ん
ぐ
り
コ
ー
ヒ
ー
制
作
体
験
と
試
飲
＋
プ
レ
ー

パ
ー
ク
で
森
の
飾
り
づ
く
り

　
・
木
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
づ
く
り

　
◎
今
年
度
の
事
業
実
施
状
況

　
・
今
年
度
は
岐
南
町
外
で
の
プ
レ
ー
パ
ー
ク
と
森
を

身
近
に
感
じ
る
木
工
工
作
体
験
も
積
極
的
に
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　
◎
新
規
の
会
員
募
集
　
等

　
・
応
援
や
協
力
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
プ
レ
ー
パ
ー
ク
を
始
め
て
み
た
い
方

も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
み
の
か
も
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
T
E
L
：
０
５
７
４
ー
２
５
ー
２
１
９
３

　
　
　
　
　
　
　m

ail

：adm
ission@

m
inokam

oahc.sakura.ne.jp

問
い
合
わ
せ
先
　
ぎ
な
ん
プ
レ
ー
パ
ー
ク
の
会

　
　
　
　
　
　
　
T
E
L
：
０
９
０
ー
２
９
４
３
ー
４
９
５
５

　
　
　
　
　
　
　m

ail

：ginanplaypark@
gm
ail.com

み
の
か
も
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
ク
ラ
ブ

ぎ
な
ん
プ
レ
ー
パ
ー
ク
の
会

内装木質化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　岐阜県土岐市泉町根ノ上1127-10

木の香る
ぎふの施設
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施設の経緯
　多治見市、土岐市、瑞浪市を所管する特別支援学校です。
校訓「輝くいのち、共に生きぬく」のもと、子どもたち一人一人
の教育的ニーズに応じながら、社会参加や生活自立すること
を目標に教育活動を行っています。
　今回、図書室について、岐阜県産のヒノキを使った内装木
質化の改修工事を行い、床・壁が新しくなり、子どもたちが気
持ちを落ち着けながら読書や勉強に取り組める空間となり
ました。

　床と腰壁を木質化し明るい空間となりました。目に優しい自
然な色合いで、ヒノキの木目が目と心に優しく、触り心地もさら
さらとしています。

　子どもたちは、ふと漂ってくる木の香りでリラックスしながら、快
適に読書や勉強に励んでいます。　

岐阜県立東濃特別支援学校　図書室

施設概要

事業主体 岐阜県

事業年度 令和２年度

構造
延床面積

鉄筋コンクリート造２階建　3,109㎡
　うち対象分　図書室　42㎡

施設用途 学校施設

設 計 者 ㈱熊谷設計

木材使用量
使用樹種

7.91㎥（床、壁）
ヒノキ（ぎふ証明材100％）

㈱東濃ハウジング

5,995千円（県有施設木質化等推進事業）全体事業費

施工業者

令和2年7月22日～令和2年9月30日工　　期

外 観

■問い合わせ先
　岐阜県立東濃特別支援学校
　ＴＥＬ ０５７２-５５-４８２１

ここに注目！！

利用者の様子

内 観

内 観
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活かす知恵

と を森林 人

109

●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

製
材
か
ら
林
業
と
木
材
利
用
を
知
る…

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　教
授
●
吉
野 

安
里

【体験４、５】

【体験３】

【体験１、２】

心
部
か
ら
は
心
持
ち
の
柱
や
梁
を
、
周
辺
部

か
ら
は
板
を
木
取
る
ほ
う
が
よ
い
・
・
・
と

な
る
と
柱
や
梁
の「
材
面
割
れ
」を
ど
う
す
る

か
。
背
割
り
や
高
温
セ
ッ
ト
法（
ド
ラ
イ
ン

グ
セ
ッ
ト
）の
話
へ
発
展
し
ま
す
。
板
は
ほ

と
ん
ど
無
節
で
、
内
装
材
や
集
成
材
へ
使
い

ま
す
。
二
番
玉
に
な
る
と
、
節
は
増
え
ま
す

が
、
反
り
が
少
な
い
こ
と
も
体
験
し
ま
す
。

●
教
材
と
し
て
の
製
材
機

本
学
の
製
材
機
は
レ
ト
ロ
で
す
。
寸
法
は

デ
ジ
タ
ル
表
示
で
す
が
、
材
を
転
が
し
な
が

ら
の
一
面
ず
つ
の
製
材
作
業
で
す
。
こ
の
最

小
限
の
機
能
が
、
教
育
に
は
ち
ょ
う
ど
よ
い
。

本
学
は
ド
イ
ツ
の
ロ
ッ
テ
ン
ブ
ル
グ
林
業
大

学
と
連
携
し
て
い
ま
す
。
先
方
の
デ
デ
リ
ッ

ヒ
先
生
が
製
材
の
授
業
を
見
学
さ
れ
、「
我
々

の
学
校
に
も
製
材
機
が
必
要
だ
」と
言
わ
れ

ま
し
た
。
教
育
的
効
果
を
見
抜
か
れ
た
の
で

し
ょ
う
。

製
材
は
、
林
業
、
木
材
利
用
の
教
育
の
上

で
重
要
な
位
置
づ
け
に
あ
り
ま
す
。
育
て
る
、

伐
出
す
る
、
使
う
、
を
リ
ン
ク
し
て
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
派
生
す
る
社
会

問
題
や
技
術
的
課
題
の
解
決
に
ま
で
発
展
し

た
学
び
が
で
き
ま
す
。

森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
現
地
現
物
主

義
の
教
育
に
こ
だ
わ
り
ま
す
。

●
川
上
か
ら
川
下
ま
で

本
学
の
敷
地
内
に
は
、
演
習
林
と
製
材
機
、

人
工
乾
燥
機
が
あ
り
ま
す
。
林
業
専
攻
の
学

生
は
実
習
で
演
習
林
の
木
を
伐
採
し
ま
す
。

そ
の
木
材
を
製
材
・
乾
燥
し
て
、
建
築
専
攻

の
学
生
は
実
習
で
小
さ
な
木
造
の
建
築
を
行

い
ま
す
。
製
材
の
背
板
は
、
森
林
環
境
教
育

の
場
で
工
作
や
薪
に
使
い
ま
す
。
小
さ
い
な

が
ら
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
縮
図
が
あ
り
、

「
地
産
地
消
」を
実
現
し
て
い
ま
す
。

 

【
体
験
１
】挽
い
て
み
る

素
材
が
製
材
品
に
な
る
瞬
間
に
、
学
生
は

興
味
を
示
し
ま
す
。
外
観
か
ら
は
想
像
で
き

な
い
世
界
が
あ
り
ま
す
。
新
鮮
な
木
肌
、
木

の
香
り
、
鮮
や
か
な
心
材
、
生
節
、
死
節
、

あ
て
、
も
め
、
腐
朽
や
変
色
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
樹
皮
下
や
木
部
の
穿
孔
内
に
、
カ
ミ
キ

リ
ム
シ
や
ゾ
ウ
ム
シ
の
幼
虫
が
棲
息
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
体
験
２
】施
業
履
歴
が
見
え
る

丸
太
を
髄（
心
）で
挽
き
割
る
と
、
成
長
の

軌
跡
が
見
え
ま
す
。
ま
っ
す
ぐ
で
は
な
く
、

ヒ
ョ
ロ
ヒ
ョ
ロ
と
成
長
し
て
い
る
こ
と
、
間

伐
に
よ
る
年
輪
幅
の
変
化
、
枝
打
ち
の
優
劣
、

枝
打
ち
か
ら「
無
節
」に
な
る
ま
で
の
年
数
、

も
見
え
ま
す
。

【
体
験
３
】帯
鋸
の
不
良
も
教
材
に
な
る

刃
先
の
ス
テ
ラ
イ
ト（
耐
摩
耗
・
耐
高
温

の
合
金
）の
部
分
が
数
個
欠
け
て
い
る
だ
け

で
、
挽
き
肌
は
荒
れ
て「
洗
濯
板
状
」に
な
り

ま
す
。　

切
り
屑
が
う
ま
く
排
出
で
き
な
い
と
切
削

効
率
が
下
が
る
の
は
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
と
同

じ
で
あ
り
、
学
生
も
実
感
し
や
す
い
よ
う
で

す
。【体

験
４
】曲
が
り
材
は
嫌
わ
れ
る

丸
太
を
送
材
車
に
の
せ
る
と
、
立
木
や
、

造
材
の
時
よ
り
も
、
曲
が
り
が
よ
く
わ
か
り

ま
す
。「
素
材
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
」の
曲
が
り
の
定
義

は
、「
直
径
に
対
す
る
内
曲
面
の
最
大
矢
高
の

割
合
」で
す
。「
い
く
ら
の
大
き
さ
の
角
材
が

と
れ
る
か
」と
い
う
視
点
で
す
。
曲
が
り
材

を
挽
い
て
、
歩
留
ま
り
の
悪
さ
や
、
目
切
れ

を
体
験
し
ま
す
。
曲
が
り
材
を
梁
に
使
う
例

に
も
触
れ
ま
す
。

【
体
験
５
】大
径
材
の
実
態
を
知
る

最
近
は
、
大
径
材
も
伐
出
さ
れ
ま
す
。
元

玉
か
ら
は
、
梁
桁
材
の
二
丁
取
り
や
柱
材
の

四
丁
取
り
も
、
心
去
り
で
可
能
で
す
。
と
こ

ろ
が
、
風
な
ど
の
外
力
を
受
け
て
育
っ
た
丸

太
は
、
髄（
心
）を
中
心
に
挽
き
割
る
と
、
左

右
に
開
い
て
大
き
く
反
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
修
正
挽
き
す
る
と
更
に
反
り
、
大
き
な

目
切
れ
も
生
じ
て
使
え
ま
せ
ん
。
元
玉
の
中
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岐
阜
県
伐
木
安
全
技
術
評
価
会
2
0
2
1

　

を
開
催
し
ま
し
た

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
８
―
２
７
２
―
８
４
９
１

　
　
　
　

  

　
　
　
　
　
　

 

森
林
整
備
課
担
い
手
企
画
係
ま
で

た
。
競
技
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
新
規
就
業
者
の
部
】

・
優
勝
：
山
口
祥
平

　
　
　
　
［
岐
阜
県
森
林
組
合
連
合
会
］

・
二
位
：
福
本
巧
磨

　
　
　
　
［
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
］

・
三
位
：
佐
村
隼
大［（
有
）根
尾
開
発
］

【
中
堅
技
術
者
の
部
】

・
優
勝
：
山
﨑
信
吾［（
株
）岐
阜
緑
地
］

・
二
位
：
谷
口
隆
志［
郡
上
森
林
組
合
］

・
三
位
：
佐
々
木
悠
太［
飛
騨
市
森
林
組
合
］

第
一
線
の
現
場
で
活
躍
す
る
森
林
技
術

者
の
皆
さ
ん
の
真
剣
勝
負
に
よ
り
大
会
が

大
い
に
盛
り
上
が
り
技
術
者
同
士
の
交
流

に
も
繋
が
り
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
評
価
会
を
継
続
し
て
い
く

こ
と
で
、
林
業
の
労
働
安
全
に
対
す
る
意

識
と
技
術
レ
ベ
ル
の
向
上
に
繋
げ
て
い
き

ま
す
。

ズ
レ
、
丸
太
を
垂
直
に
切
る
技
術
を
競
う

競
技
で
す
。

③
枝
払
い
競
技
は
、
６
ｍ
の
丸
太
に
差
し

込
ま
れ
た
枝
を
素
早
く
切
り
落
と
す
と
同

時
に
、
枝
の
切
り
残
し
や
丸
太
に
傷
を
付

け
な
い
正
確
な
作
業
を
競
う
競
技
で
す
。

ま
た
、
競
技
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、（
一
社
）

岐
阜
県
森
林
施
業
協
会
青
年
部
会
員
の
皆

さ
ん
や
、
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
学
生
の

皆
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
鳥

取
県
か
ら
も
Ｊ
Ｌ
Ｃ
審
判
資
格
を
有
す
る

４
名
の
方
々
を
派
遣
い
た
だ
く
こ
と
で
、

厳
正
な
審
査
の
下
で
競
技
が
行
わ
れ
ま
し

去
る
11
月
20
日（
土
）、
美
濃
市
曽
代
の

運
動
公
園「
台
山
ヒ
ロ
ッ
ク
」に
お
い
て「
岐

阜
県
伐
木
安
全
技
術
評
価
会
2
0
2
1
」を

開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
評
価
会
は
、
森
林
技
術
者
の
方
々

の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
操
作
技
術
の
向
上
と
安

全
作
業
の
再
認
識
を
目
的
と
し
て
お
り
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
２
回
目
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
県
内
の
森
林
組
合
、林
業
会
社
、

森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
の
学
生
の
中
か
ら

応
募
の
あ
っ
た
総
勢
20
名
の
方
々
に
よ
り
、

新
規
就
業
者（
経
験
年
数
３
年
以
下
）と
中

堅
技
術
者（
同
概
ね
10
年
以
上
）の
２
部
門

に
分
か
れ
て
競
技
を
行
い
ま
し
た
。

競
技
の
内
容
は
、
日
本
伐
木
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
シ
ッ
プ（
以
下
、「
Ｊ
Ｌ
Ｃ
」）の
公
式

ル
ー
ル
に
準
じ
て
、「
①
伐
倒
競
技
」「
②
丸

太
合
せ
輪
切
り
競
技
」「
③
枝
払
い
競
技
」の

３
種
目
を
行
い
、
そ
の
総
合
得
点
で
順
位

を
競
う
も
の
で
す
。

競
技
に
先
立
ち
、
選
手
に
各
種
目
の
ポ

イ
ン
ト
を
学
ん
で
も
ら
う
た
め
、
今
年
11

月
に
開
催
さ
れ
た
Ｊ
Ｌ
Ｃ
鳥
取
大
会
優
勝

者
の「
今
井
陽
樹（
い
ま
い
ひ
の
き
）」さ
ん

を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
ま
し
た
。

今
井
さ
ん
に
は
、
各
種
目
の
解
説
と
併

せ
て
、
日
本
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
正
確
か
つ

素
早
い
華
麗
な
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

を
ご
披
露
い
た
だ
き
、
参
加
者
一
同
魅
了

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

①
伐
倒
競
技
は
、
高
さ
１
ｍ
ほ
ど
の
ス
ギ

丸
太
に
受
け
口
と
追
い
口
を
作
り
、
伐
倒

方
向
や「
つ
る
」の
高
さ
と
幅
の
正
確
性
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ブ
レ
ー
キ
の
扱
い
な
ど
の

安
全
動
作
を
競
う
競
技
で
す
。

②
丸
太
合
せ
輪
切
り
競
技
は
、
７
度
傾
い

た
２
本
の
丸
太
を
上
下
か
ら
垂
直
に
切
り

出
し
、
輪
切
り
の
厚
さ
、
切
り
合
わ
せ
の

①伐倒競技

②丸太合せ輪切り競技③枝払い競技

競技参加者集合写真

▲こちらからダイジェスト
版の動画がご覧いた
だけます。
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「
令
和
３
年
度
全
国
治
山
・
林
道
コ
ン
ク
ー
ル
」

「
令
和
３
年
度
山
地
災
害
防
止
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
」の
表
彰

　

令
和
３
年
度
（
一
社
）
日
本
治
山
治
水
協
会
及
び
日
本

林
道
協
会
主
催
の
「
治
山
・
林
道
コ
ン
ク
ー
ル
の
各
部
門
」

と
（
一
社
）
日
本
治
山
治
水
協
会
主
催
の
「
山
地
災
害
防

止
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
岐
阜
県
の
受
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

第
37
回
民
有
林
治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

農
林
水
産
大
臣
賞

　

治
山
施
設
災
害
復
旧
事
業　

門
洞
地
区
工
事  

　
　

金
子
工
業
株
式
会
社　

金
子　

健
一
郎

日
本
林
道
協
会
長
賞

　

地
方
創
生
道
整
備
推
進
交
付
金
事
業

　

林
道 

二
間
手
～
水
沢
上
線
（
２

－

２
工
区
）
開
設
工
事

　
　

株
式
会
社
丸
登
建
設　

原　

勇
喜　

第
44
回
林
道
維
持
管
理
コ
ン
ク
ー
ル

林
野
庁
長
官
賞

　

林
道　

横
道
線

　
　

白
川
村
長　

成
原　

茂

令
和
３
年
度
山
地
災
害
防
止
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

奨
励
賞
（（
一
社
）
日
本
治
山
治
水
協
会
長
賞
）

　
　

岐
阜
市　

田
中　

恭
司

「
見
て　

聴
い
て　

山
の
変
化
で　

す
ぐ
避
難
」

【
山
林
協
会　

瀬
上　

繁
隆
】

地方創生道整備推進交付金事業
林道 二間手～水沢上線（２－２工区）開設工事

林道　横道線

治山施設災害復旧事業　門洞地区工事
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岐
阜
県
森
林
研
究
所
●
土
肥 

基
生

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
7
5
ー
3
3
ー
2
5
8
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

森
林
研
究
所
ま
で

ス
ギ
心
去
り
平
角
材
の
強
度
を
考
え
る
（
１
）

は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
わ
り
に

「
心
去
り
材
」
の
全
て
で
、
こ
の
よ
う

な
強
度
低
下
を
も
た
ら
す
節
が
発
生
す
る

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
回
の
試
験
で

は
、
基
準
強
度
に
届
か
な
い
材
が
散
見
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
材
の
外
観
上
の

特
徴
（
節
の
位
置
や
大
き
さ
な
ど
）
が
判

れ
ば
、
選
別
を
行
う
こ
と
で
、
強
度
の
高

い
材
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
選

別
を
丸
太
の
段
階
で
行
う
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
無
駄
な
加
工
を
減
ら
す
こ
と
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
今
後
も
試
験
デ
ー
タ
を
蓄

積
し
、
基
準
強
度
を
満
た
す
よ
う
な
ス
ギ

心
去
り
平
角
材
の
利
用
方
法
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

は
じ
め
に

原
木
市
場
等
に
流
通
す
る
ス
ギ
材
の

大
径
化
が
進
ん
で
お
り
、
末
口
径
40
㎝

程
度
の
丸
太
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
よ
う
な
丸
太
か
ら
は
、
仕
上
が
り
寸
法

1
2
0
㎜
×
2
4
0
㎜
の
平
角
材
を
2
丁

取
り
（
図
１
A
）
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
、
今
後
は
、
心
持
ち
平
角
材
（
図
１
B
）

に
替
わ
り
、
心
去
り
平
角
材
が
増
加
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
現
状
で

は
、
心
去
り
平
角
材
が
殆
ど
使
わ
れ
て
お

ら
ず
、
強
度
等
に
対
す
る
不
安
が
あ
り
ま

す
。

製
材
の
強
度
に
関
す
る
基
準
に
は
、
製

材
J
A
S
の
等
級
ご
と
に
定
め
ら
れ
た

「
基
準
強
度
」（
表
１
）
が
あ
り
、
住
宅
な

ど
建
築
物
の
構
造
計
算
等
に
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

貫
通
し
た
節
が
多
い
心
去
り
材

森
林
研
究
所
で
は
現
在
、
こ
の
「
基
準

強
度
」
を
満
た
し
て
い
る
か
否
か
を
確
認

す
る
た
め
、
ス
ギ
心
去
り
平
角
材
の
曲
げ

強
度
試
験
（
図
2
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

図
3
に
示
す
２
本
の
試
験
材
は
、
ヤ
ン
グ

係
数
に
よ
る
機
械
等
級
区
分
で
は
共
に
E 

70
に
区
分
さ
れ
、
基
準
強
度
は
２
９
・
４

Ｎ
／
㎟
で
す
。
し
か
し
実
際
の
曲
げ
強
度

試
験
の
結
果
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
２
１
・
７

Ｎ
／
㎟
、
２
１
・
６
Ｎ
／
㎟
と
な
り
、
基

準
強
度
を
大
き
く
下
回
り
ま
し
た
。
過
度

な
高
温
乾
燥
を
行
い
、
内
部
割
れ
が
多
く

発
生
し
た
場
合
に
、
基
準
強
度
を
下
回
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
中
温
乾
燥

を
行
っ
て
お
り
、
内
部
割
れ
も
無
い
た
め
、

乾
燥
方
法
が
原
因
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ

ん
。
両
者
に
共
通
し
た
こ
と
は
、
平
角
を

立
て
た
状
態
の
下
側
に
、
材
面
を
貫
通
す

る
節
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
製
材

の
長
さ
方
向
の
繊
維
は
、
こ
の
貫
通
し
た

節
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も

節
が
「
引
張
り
」
の
力
の
加
わ
る
下
側
に

位
置
し
た
た
め
、
節
を
起
点
に
折
れ
る
よ

う
な
形
で
破
壊
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
製
材
断
面
を
貫
通
す
る
節
は
「
心

去
り
材
」
特
有
の
も
の
で
あ
り
、
髄
の
位

置
が
製
材
断
面
の
中
心
付
近
に
あ
る
「
心

持
ち
材
」
で
は
、
あ
ま
り
見
か
け
る
こ
と

図１ 平角材の木取り

表１ JAS 基準強度

（機械高級区分／曲げ）

図２ 曲げ強度試験

図３ 基準強度を下回った試験材

試験材 No3-2（左右は木表、木裏で、矢印部分が貫通節）

試験材 No4-1 （左右は木裏、木表で、矢印部分が貫通節）

単位：N/㎟
等級 基準強度
E90 34.8
E70 29.4
E50 24.0

A.心去り平角 B.心持ち平角

製材120mm×240mm
丸太　＝40㎝

丸太　＝30㎝
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普及コーナー

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
7
3
―
2
6
―
1
1
1
1
内
線（
3
0
5
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

　恵
那
農
林
事
務
所
ま
で

　林
業
架
線
の
架
設
は
、
重
量
資
材
が

多
く
、
ま
た
急
斜
面
に
お
い
て
人
力
で

行
わ
れ
て
お
り
、
労
働
強
度
が
と
て
も

高
い
作
業
で
す
。
そ
ん
な
、
架
設
作
業

の
労
働
強
度
軽
減
を
図
る
た
め
、
今
回

ド
ロ
ー
ン
を
用
い
て
予
備
線
架
設
を
行

う
技
術
の
研
修
を
企
画
し
ま
し
た
。

　研
修
は
郡
上
市
内
の
民
有
林
内
で
開

催
し
、
架
線
集
材
を
行
う
県
内
の
事
業

体
等
か
ら
15
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

　研
修
内
容
は
空
撮
用
小
型
ド
ロ
ー
ン

に
予
備
線
（
バ
イ
ン
ダ
ー
紐
）
を
結
び
、

先
山
か
ら
土
場
へ
向
け
て
飛
ば
す
と
い

う
も
の
で
す
。
参
加
者
全
員
に
紐
を
付

け
た
ド
ロ
ー
ン
の
操
縦
と
土
場
で
の
誘

導
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
紐
を
引
っ
掛

か
ら
な
い
よ
う
に
飛
行
さ
せ
る
た
め
の

コ
ツ
や
ド
ロ
ー
ン
を
的
確
に
誘
導
す
る

コ
ツ
な
ど
を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
単
純
な
作
業
で
す
が
、
予
備
線
架

設
を
成
功
さ
せ
る
に
は
こ
う
し
た
小
さ

な
コ
ツ
を
習
得
す
る
こ
と
が
必
要
不
可

欠
で
す
。

　参
加
者
か
ら
は
「
人
力
で
の
予
備
線

架
設
に
比
べ
て
、
楽
で
早
い
」
と
い
っ

た
声
も
あ
り
、
林
業
架
線
架
設
時
の
労

働
強
度
軽
減
に
有
効
な
技
術
の
普
及
を

行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　一
度
現
場
で
実
践
し
て
み
た
い
、
ま

た
研
修
を
企
画
し
て
ほ
し
い
な
ど
の
ご

要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
声
掛
け
く

だ
さ
い
。

ス
マ
ー
ト
林
業
通
信

ド
ロ
ー
ン
予
備
線
架
設
技
術
研
修
を
開
催

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　
　
　
　
　
　
　
　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ス
マ
ー
ト
林
業
推
進
係
ま
で

河原 誠二■恵那農林事務所　林業改良指導員

造林技術の普及の必要性を実感

20

ドローンへの
バインダー紐取付

参加者による
ドローンの操縦

　

調
査
の
結
果
、
枯
死
に
至
っ
た
原
因
は

所
有
者
が
自
力
で
行
っ
た
下
刈
り
が
不

十
分
で
あ
っ
た
た
め
、
サ
サ
に
被
圧
さ
れ

弱
っ
た
と
こ
ろ
に
根
腐
れ
が
発
生
し
た
、

複
合
要
因
と
考
え
ま
し
た
。

　

ヒ
ノ
キ
よ
り
耐
水
性
の
高
い
ス
ギ
を

植
栽
し
、
適
期
に
下
刈
り
を
実
施
し
て
い

れ
ば
、
枯
死
に
至
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
技
術
の
問
題
で
あ
る
と
思
い
ま
し

た
。

　

調
査
の
結
果
は
資
料
と
し
て
ま
と
め
、

森
林
組
合
を
通
じ
て
森
林
所
有
者
へ
伝

え
ま
し
た
。

 

植
栽
時
期
の
問
題　

　

今
回
の
枯
死
事
例
に
つ
い
て
森
林
研

究
所
へ
情
報
提
供
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
植

栽
期
が
12
月
と
遅
か
っ
た
た
め
、
昨
年
十

分
に
成
長
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
原
因

と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
で
は
無
い
か
と

い
う
助
言
を
得
ま
し
た
。

　

更
に
土
壌
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め

B
層
ま
で
掘
っ
て
確
認
す
る
と
、
非
常

に
粘
性
が
高
く
水
は
け
が
悪
い
状
況
で

し
た
。
そ
の
た
め
今
年
８
月
の
大
雨
に

よ
り
土
壌
内
に
長
期
間
滞
水
し
た
こ
と

が
、
水
は
け
の
よ
い
土
壌
を
好
む
ヒ
ノ

キ
の
根
腐
れ
の
原
因
と
考
え
ま
し
た
。

▲下刈未実施区域

▲樹勢が弱い状況

▲根腐れの状況

▲粘性が高い土壌

 

令
和
元
年
度
に
植
え
た

　

 

ヒ
ノ
キ
が
枯
れ
た

　

令
和
元
年
12
月
に
植
林
し
た
山
の
ヒ

ノ
キ
が
枯
れ
た
の
で
見
て
欲
し
い
と
、
森

林
組
合
か
ら
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

電
話
で
話
を
し
な
が
ら
枯
れ
の
原
因

は
何
だ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。

　

原
因
が
病
気
だ
と
す
る
と
や
っ
か
い

だ
な
。
で
も
現
地
は
管
内
の
苗
木
生
産
者

か
ら
購
入
し
た
ヒ
ノ
キ
コ
ン
テ
ナ
苗
を

植
栽
し
て
い
る
の
で
、
病
害
対
策
が
さ
れ

て
い
る
か
ら
植
栽
後
の
も
の
だ
な
。
そ
れ

と
も
気
象
害
か
。
と
色
々
と
考
え
ま
す
。

当
然
電
話
で
聞
い
た
だ
け
で
は
分
か
ら

な
い
の
で
、
枯
死
原
因
を
究
明
す
る
た
め

現
地
調
査
に
出
か
け
ま
し
た
。

 

現
地
調
査
の
実
施（
Ｒ
３
・
11
・
17
）

　

標
高
が
６
０
０
m
程
の
尾
根
上
に
あ

る
現
地
に
到
着
し
全
体
を
見
渡
す
と
、
部

分
的
に
下
刈
り
が
行
わ
れ
ず
、
サ
サ
で
覆

わ
れ
て
い
て
植
栽
木
が
被
圧
さ
れ
た
箇

所
が
あ
り
ま
し
た
。

　

枯
死
し
た
ヒ
ノ
キ
は
緩
傾
斜
ほ
ど
多

い
状
況
で
、
枯
死
し
て
い
な
い
ヒ
ノ
キ
も

葉
量
が
少
な
く
樹
勢
が
弱
い
状
況
で
し

た
。
次
に
土
壌
を
調
べ
て
み
ま
す
。
枯
死

個
体
が
多
い
箇
所
で
、
枯
死
し
た
ヒ
ノ
キ

を
掘
り
取
っ
て
み
る
と
根
腐
れ
が
確
認

で
き
ま
し
た
。
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普及コーナー

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
7
3
―
2
6
―
1
1
1
1
内
線（
3
0
5
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

　恵
那
農
林
事
務
所
ま
で

　林
業
架
線
の
架
設
は
、
重
量
資
材
が

多
く
、
ま
た
急
斜
面
に
お
い
て
人
力
で

行
わ
れ
て
お
り
、
労
働
強
度
が
と
て
も

高
い
作
業
で
す
。
そ
ん
な
、
架
設
作
業

の
労
働
強
度
軽
減
を
図
る
た
め
、
今
回

ド
ロ
ー
ン
を
用
い
て
予
備
線
架
設
を
行

う
技
術
の
研
修
を
企
画
し
ま
し
た
。

　研
修
は
郡
上
市
内
の
民
有
林
内
で
開

催
し
、
架
線
集
材
を
行
う
県
内
の
事
業

体
等
か
ら
15
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

　研
修
内
容
は
空
撮
用
小
型
ド
ロ
ー
ン

に
予
備
線
（
バ
イ
ン
ダ
ー
紐
）
を
結
び
、

先
山
か
ら
土
場
へ
向
け
て
飛
ば
す
と
い

う
も
の
で
す
。
参
加
者
全
員
に
紐
を
付

け
た
ド
ロ
ー
ン
の
操
縦
と
土
場
で
の
誘

導
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
紐
を
引
っ
掛

か
ら
な
い
よ
う
に
飛
行
さ
せ
る
た
め
の

コ
ツ
や
ド
ロ
ー
ン
を
的
確
に
誘
導
す
る

コ
ツ
な
ど
を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
単
純
な
作
業
で
す
が
、
予
備
線
架

設
を
成
功
さ
せ
る
に
は
こ
う
し
た
小
さ

な
コ
ツ
を
習
得
す
る
こ
と
が
必
要
不
可

欠
で
す
。

　参
加
者
か
ら
は
「
人
力
で
の
予
備
線

架
設
に
比
べ
て
、
楽
で
早
い
」
と
い
っ

た
声
も
あ
り
、
林
業
架
線
架
設
時
の
労

働
強
度
軽
減
に
有
効
な
技
術
の
普
及
を

行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　一
度
現
場
で
実
践
し
て
み
た
い
、
ま

た
研
修
を
企
画
し
て
ほ
し
い
な
ど
の
ご

要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
声
掛
け
く

だ
さ
い
。

ス
マ
ー
ト
林
業
通
信

ド
ロ
ー
ン
予
備
線
架
設
技
術
研
修
を
開
催

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　
　
　
　
　
　
　
　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ス
マ
ー
ト
林
業
推
進
係
ま
で

河原 誠二■恵那農林事務所　林業改良指導員

造林技術の普及の必要性を実感
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バインダー紐取付

参加者による
ドローンの操縦

え
て
ほ
し
い
」と
い
う
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。

　

今
後
、
補
植
等
の
保
育
作
業
が
続
く
こ

と
も
あ
る
の
で
技
術
指
導
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

技
術
普
及
の
必
要
性

　

岐
阜
県
で
は
齢
級
構
成
の
平
準
化
を

図
る
た
め
主
伐
・
再
造
林
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
取
組
の
中
で
低
コ
ス
ト
造
林
や

早
生
樹
の
植
栽
等
に
も
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
推
進
す
る
に
は
基
本
的
な

造
林
技
術
が
作
業
者
に
備
わ
っ
て
い
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
林
業
の
低
迷
に
よ
り
主

伐
が
控
え
ら
れ
て
い
た
期
間
が
長
く
続

い
た
た
め
、
基
本
的
な
造
林
技
術
が
忘
れ

ら
れ
て
い
な
い
か
と
今
回
の
ヒ
ノ
キ
の

枯
死
調
査
を
終
え
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
再
造
林
が
増
加
す
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
造
林
技
術
に
関
す
る
研
修
会
の

開
催
等
に
よ
り
、
改
め
て
技
術
普
及
を

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

コ
ン
テ
ナ
苗
は
植
栽
期
を
選
ば
な
い

と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
が
、
植
栽
適
期
に
植
え
ら
れ
な

か
っ
た
た
め
初
期
成
長
が
悪
い
、
も
し
く

は
枯
死
に
至
っ
た
事
例
が
各
地
で
報
告

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。　
　

　

そ
の
た
め
、
コ
ン
テ
ナ
苗
で
あ
っ
て
も

裸
苗
同
様
に
、
適
期
に
植
栽
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
テ
ナ
苗
の
普
及
と
伐
造
一
貫
作

業
が
推
奨
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
管
内
で

も
秋
植
え
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
、
秋
植
え
の
こ
と
が
話
題
と
な
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
話
を
聞
い
て

い
る
と
、
秋
植
え
の
場
合
、
そ
の
適
期
が

９
月
下
旬
か
ら
10
月
上
旬
で
あ
る
こ
と

を
知
ら
な
い
こ
と
や
、
恵
那
管
内
の
よ
う

に
内
陸
の
小
雪
地
域
で
は
寒
風
害
の
リ

ス
ク
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
技
術
者

が
多
い
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

管
内
の
技
術
者
に
対
し
、
コ
ン
テ
ナ
苗

で
あ
っ
て
も
裸
苗
同
様
に
植
栽
適
期
に

つ
い
て
注
意
し
て
行
う
こ
と
や
、
地
域
的

な
秋
植
え
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
指
導
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

 

林
業
技
術
の
指
導

　

ヒ
ノ
キ
を
枯
死
さ
せ
て
し
ま
っ
た
関

係
者
か
ら「
代
が
替
わ
り
技
術
的
な
こ

と
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
教
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国
有
林
の
現
場
か
ら

64

国
有
林
で
山
登
り
in
岐
阜
署

3月号
予定

3月1日発行
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● C O L U M N

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コラム 令和２年より続いている新型コロナウイルス感染拡大も、ピークを過
ぎ、岐阜県における感染者数も『ゼロ人』という日も見受けられるよう
になりました。このため、私の地元、揖斐川町でもイベントが、徐々に行

われるようになりました。
自粛疲れしているなかで、地元の公民館事業も始まり、１２月５日には「ノルディック

ウオーキング」が晴天のなか盛況に開催され、私も２年ぶりに開催された公民館活動
に参加させていただきました。ノルディックウオーキング終了後、町内の防災士から
は、今後発生が懸念されている東南海地震に備えてどのようなことが必要なのかなど
のお話があり、改めて防災意識が高まる有意義な１日を過ごすことができました。

私は、１１月２日に第２回目の『コロナワクチン』の接種が終了したので、これまで自
粛してきた国内鈍行旅行も『自粛解禁』といきたいものです。

「森林のたより」編集委員　下野 俊彦

イベント情報

市況情報

連載
●山の歳時記（199）
●山のおじゃまむし（368）

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（110）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（108）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

地域の人

その他

山
頂
に
は
佐
藤
六
左
衛
門
清
信
に
よ
っ
て「
鉈

尾
山
城
」が
築
か
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
鉈
尾
山
城
の
由
来
は
、
四
方
を
釣
り

壁
で
構
え
ら
れ
た
城
の
造
り
で
、
鉈
一
丁
で

壁
を
切
り
落
と
せ
ば
何
千
騎
も
の
敵
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

今
は
建
物
等
は
現
存
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

当
時
の
虎こ
ぐ
ち口（
城
の
出
入
り
口
）、
曲く
る
わ輪
跡
の

石
垣
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

古
城
山（
山
頂
）へ
は
、
美
濃
市
運
動
公
園

を
発
着
と
し
た
周
遊
登
山
道（
全
長
約
4.1
㎞
）

も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
幅
広
い
年
代

の
方
々
が
楽
し
め
る
登
山
道
と
な
っ
て
い
ま

す
。

ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

山
登
り
も
そ
の
一
つ
で
す
。
国
有
林
の
山
に

も
多
く
の
登
山
者
が
訪
れ
ま
す
。

今
回
は
、
岐
阜
森
林
管
理
署
が
管
理
し
て

い
る
国
有
林
内
の
山
を
２
箇
所
紹
介
し
ま
す
。

　❶
美
濃
市
の
古
城
山

美
濃
市
の
南
東
部
に
位
置
す
る
古
城
山（
標

高
４
３
７
ｍ
）は
、
美
濃
市
内
の
小
学
校
、
中

学
校
、
高
等
学
校（
武
義
）の
校
歌
に
も
そ
の

名
が
歌
わ
れ
て
い
る
な
ど
、
市
民
に
は
大
変

な
じ
み
深
い
山
で
す
。

こ
の
古
城
山
は
、
そ
の
名
が
示
す
と
お
り
、

戦
国
時
代
に
は
鉈な
た
お
や
ま

尾
山
と
呼
ば
れ
て
お
り
、

登
山
口
は
、
下
呂
市
萩
原
町
山
之
口
の
山

之
口
国
有
林
と
高
山
市
一
之
宮
町
の
宮
国
有

林
に
あ
る
ほ
か
、
信
仰
の
山
と
し
て
有
名
な

位
山（
標
高
１
５
２
９
ｍ
）か
ら
も
天
空
遊
歩

道
と
い
う
尾
根
伝
い
の
登
山
道
が
延
び
て
い

ま
す
。
そ
の
稜
線
は
飛
騨
川
と
宮
川
と
の
分

水
嶺
と
な
っ
て
い
ま
す
。
山
之
口
登
山
口
か

ら
頂
上
ま
で
は
約
３
時
間
か
か
り
ま
す
。
特

に
秋
は
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
の
紅
葉
が
美
し
く
、

多
く
の
登
山
者
で
賑
わ
い
ま
す
。

ま
た
、宮
国
有
林
側
に
は「
宮
の
大
イ
チ
イ
」

な
ど
の
巨
樹
巨
木
が
存
在
し
、
高
山
市
が「
源

流
の
森
」の
尊
さ
や
森
林
の
持
つ
多
面
的
な
機

能
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
森
林
教
室
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

国
有
林
の
山
は
、
本
格
的
な
登
山
装
備
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
特
に
川
上
岳
は

積
雪
が
多
く
ア
ク
セ
ス
道
が
通
行
止
め
に
な

る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
冬
期
の
登
山
は
大
変

困
難
で
す
。

（
岐
阜
森
林
管
理
署
）

山
頂
付
近
で
は
、
眼
下
に
広
が
る
美
濃
市

の
う
だ
つ
が
上
が
る
町
並
み
や
、
天
気
が
良

け
れ
ば
東
に
は
北
ア
ル
プ
ス
・
中
央
ア
ル
プ

ス
、
西
に
は
伊
吹
山
・
養
老
山
脈
、
南
に
は

濃
尾
平
野
、
北
に
は
鷲
ヶ
岳
等
々
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

麓
に
は
、岐
阜
県
森
林
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

（m
orinos

「
モ
リ
ノ
ス
」）が
あ
り
、
小
さ
な
子

供
か
ら
大
人
ま
で
自
分
の
ペ
ー
ス
で
自
分
の

や
り
た
い
こ
と
を
体
験
で
き
る
施
設
も
あ
り

ま
す（
営
業
時
間
は
午
前
10
：
00
～
午
後
4
：

00
ま
で　

火
・
水
曜
日
は
休
館
日
）。

一
度
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

❷
下
呂
市
の
川か
お
れ上
岳

下
呂
市
と
高
山
市
に
ま
た
が
る
川
上
岳（
標

高
１
６
２
５
ｍ
）は
、
位
山
舟
山
県
立
自
然
公

園
内
に
あ
り
日
本
三
百
名
山
に
選
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
山
頂
は
笹
原
の
た
め
３
６
０
度
の

大
パ
ノ
ラ
マ
で
、
御
嶽
山
が
正
面
に
見
え
る

ほ
か
白
山
ま
で
遠
望
で
き
ま
す
。

▲鉈尾山城石垣跡

▲古城山からの展望

▲川上岳からの展望

▲川上岳の紅葉
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3月号
予定

3月1日発行
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● C O L U M N

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コラム 令和２年より続いている新型コロナウイルス感染拡大も、ピークを過
ぎ、岐阜県における感染者数も『ゼロ人』という日も見受けられるよう
になりました。このため、私の地元、揖斐川町でもイベントが、徐々に行

われるようになりました。
自粛疲れしているなかで、地元の公民館事業も始まり、１２月５日には「ノルディック

ウオーキング」が晴天のなか盛況に開催され、私も２年ぶりに開催された公民館活動
に参加させていただきました。ノルディックウオーキング終了後、町内の防災士から
は、今後発生が懸念されている東南海地震に備えてどのようなことが必要なのかなど
のお話があり、改めて防災意識が高まる有意義な１日を過ごすことができました。

私は、１１月２日に第２回目の『コロナワクチン』の接種が終了したので、これまで自
粛してきた国内鈍行旅行も『自粛解禁』といきたいものです。

「森林のたより」編集委員　下野 俊彦

イベント情報

市況情報

連載
●山の歳時記（199）
●山のおじゃまむし（368）

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（110）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（108）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

地域の人

その他

森林・林業関係イベントカレンダー（2月） 林業者向け

開催日 行事名等 内　容　等
（概要、定員、受講料、申込期限など）

場　所

申込（問合せ）先／ TEL 

2月2日㈬～
2月4日㈮

伐木・チェーンソー
作業従事者 
特別教育

●講習時間　2日　学科　　8:50~17:10
　　　　　　3日　学・実　8:50~12:00
　　　　　　4日　実技　　8:30~17:40
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：23,870円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

2 日（学科）・3 日（学 ･ 実）
ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東 2-5-6）
4 日（実技）
県森連岐阜林産物共販所（関市倉知字物見山）

林材業労災防止協会　岐阜県支部
電話  058-275-0192　FAX  058-201-1195

2月9日㈬ 刈払機取扱作業者
安全衛生教育

●講習時間：学科   9:00~15:20
　　　　　　実技 15:30~16:30 
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,550円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東 2-5-6）

林材業労災防止協会　岐阜県支部
電話  058-275-0192　FAX  058-201-1195

2月15日㈫～
2月18日㈮

フォークリフト運転
技能講習

●講習時間
　１日目：　学科　　　  8:50~17:05
　　　　　　学科試験　17:10~18:10
　2~4日目：実技・試験  8:00~17:30
●申　込：開催日の20日前まで
●受講料：32,450円（本代含む）（振込み）
●定　員：20名（定員になり次第締め切ります。）

（学科）伊自良中央公民館（山県市大門 912-1）
（実技）ぎふ農協 旧伊自良共選場（山県市洞田 127-5）

林材業労災防止協会　岐阜県支部
電話  058-275-0192　FAX  058-201-1195

受講資格 
自動車普通運転
免許所持者
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TEL 058－215－0681   FAX 058－215－0682

「全面緑化」のり枠工で、防災・環境保全に貢献します。

http://www.ibiden-greentec.co.jp
TEL 0584-81-6111　FAX 0584-74-1971

軽量・経済的！！
山林作業道の足場確保に活躍中です。

〒701－0213 岡山市南区中畦1186
TEL.086－298－2281
FAX.086－298－2121
e-mail  order@ripro.co.jp
ホームページ／www.ripro.co.jp

Wボート 超軽量＆取っ手付で
人手削減！ 最小限の人員で設営・撤去できます。
騒音緩和！ 素早く軽快に設営・撤去できます。
コスト削減！ クレーンなど重機不要、輸送費も減らせます。

強靭な耐荷重＆しなやかで加工も可能
信頼性抜群 荷重・曲げ・衝撃にも強靭です。
曲がっても復元

国土交通省NETIS 登録番号
（新技術情報提供システム） CG-15003-A

下地追従性に優れ、様々な土地に対応します。

㈹

その他山用グッズ多ございます。
ご要望の方は、お気軽にお問い合わせ下さい。
総合カタログ無料発送いたします。

樹脂製敷板

国土交通省NETIS
「平成30年度 推奨技術」

累計施工実績

100万㎡以上!

緑豊かな森  林づくりもり

市況

（　　　　）
（　　　　）
（　　　　）
（　　　　）

（　　　　）
（　　　　）
（　　　　）

外材市況（12月期）
樹　種 樹　種規　　格 価格 規　　格 価格

米　松
SSタイプ

コースト（目荒）
米　栂
米ひば

ヘム（アラスカ産）
ポール

385
378

日刊木材新聞調べ 名古屋標準相場（径級は30㎝上、米松コーストのみ大阪相場）

※日刊木材新聞調べ（名古屋標準相場　全てKD材）

（単位：円）

1㎥当り（価格単価：100円）

製品卸売標準価格（12月期）

（本（枚）単価）樹種

ス 

ギ

ヒ
ノ
キ

集
成
材

Ｗ
ウ
ッ
ド

用途

柱
間柱
土台

柱

柱

前月
比較

等級
長 巾 高

寸法（mm） m3当り
価　格

3000
3000
4000
3000
3000
6000
3000
3000

  100,000
  100,000
  150,000
  130,000

   
  180,000
  167,000
  163,000

→

→

→

→

→

→

→

105
105
105
120
120
120
105
120

105
30
105
120
120
120
105
120

１等
１等
特等
特等

特等
国産５層

国産５層

（東濃桧）
特等

　各需要先は積雪を見据えた在庫確保のため入札は活発である。需要高は継
続しており強含み感がみられるが、今後の動向に留意が必要。スギ4ｍ中目、
尺上　元木良材は応札多数、上げ基調、40cm上元木も強気。スギ並材3ｍ4
ｍ併せて需要高ではあるが、価格は保合。3ｍ（16～22cm）直造材が有利。
スギ　ラミナ向け3ｍ4ｍ材も併せて保合であるが引き合いは強い。ヒノキ並
材、土台向け継続して保合、直造材が有利。4ｍ中目（24～28cm）も入札旺
盛。ヒノキ2.2m元木26cm上、直・小曲、需要あり。合板向けは需要旺盛で在
庫不足。特にスギ、ヒノキが在庫底付き。製紙向けパルプ材、発電向け未利用
材ともに在庫不足、需要高。（岐阜）

　スギは全般的に横ばいでヒノキは弱含み。ヒメコは買気旺盛、特に元木
30cm上は引き合いが強い。広葉樹は出材量が多く並材良材ともに応札旺盛。
特にクリ2m30cm上応札旺盛。高値ミズメ2.2m×32cm@41,000円カエデ
2.2m×28cm@30,000円マクルミ4.2m×60cm@180,000円ケアキ
3.8m×74cm@67,000円（飛騨）

　ヒノキ並材3ｍ特一は保合で横ばい。4ｍ中目は弱含み。ヒノキ元木　良材　
2ｍ・3ｍ・4ｍ（高齢材及び枝打材など（特殊材））は、応札旺盛にて保合。スギ並
材は、売りやすく大径木は売れ行き堅調も単価は保合。全般的に、ヒノキ・スギ、
並材（16ｃｍ～22cm）は、応札旺盛にて保合。他の高値　ケアキ3.4ｍ86ｃｍ
＠160,000/㎥（東濃）

【商況】

木 材 用 語 一 口 メ モ

（参考）日刊木材新聞社　木材・建材用語辞典

Combined Heat and Power（CHP）のこと。木質燃料の持つエネルギーの
約90％は暖房用の熱に換えられるが、同じ燃料で電気を生み出すと30％程
度と効率が落ちる。ただ、熱需要は電気ほど汎用性がないので、理想的には
発電に伴って発生する排熱を利用することが利用手法の一つで、熱と電気で
総合利用を引き上げる。

熱電併給

木材市況　県森連　岐阜・飛騨・東濃林産物共販所
単位：円（1㎥当たり）

回　　数
共販所名 長さ 径 平均値 高値 備考樹種

第1780回

（初市）
1月11日

（初市）
1月12日

（初市）
1月13日

岐
阜
共
販
所

第1362回

飛
騨
共
販
所

す
　
ぎ

ひ
の
き

す
ぎ

ひ
の
き

ひ
め
こ

くり

す
ぎ

ひ
の
き

ま
つ

16～18㎝
16～18㎝
20～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～18㎝
20㎝以上
16～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
20～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～20㎝
24～28㎝
30㎝以上
30㎝以上
24㎝以上
16～22㎝
24～28㎝

30㎝以上元
16～22㎝
24～28㎝

30㎝以上元
13㎝以下
24～28㎝

30㎝以上元
18～22㎝

22～28㎝梁
30㎝以上元

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

5ｍ
4ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

単価は直材

価格、但し

平均値は並

材二番玉価

格

－
－
－
－

23,800
－
－
－
－
－
－
－
－
－

16,000
－
－
－

36,600
－
－

22,000
－

41,000
－
－

44,000
37,000
31,000
65,000

－
33,000
95,000

－
－
－

17,000
16,000
17,800
17,200
16,000
－

31,500
29,000
30,000
24,000
23,000
－

15,000
15,000
14,500
31,000
29,000
24,000
25,000
36,000
14,000
15,000
22,000
15,000
17,000
17,000
14,500
31,500
27,000
27,000
10,000
25,000
27,000
36,000
7,000
9,000

第1694回

東
濃
共
販
所

木材市場

421
396～407

3,308
945

6,615
5,616

15,552
5,500
7,000
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